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10月
第11号

隔月１回
15日発行甲賀広域行政組合消防本部からの情報を発信します！

（１）

２
０
１
８
年
６
月
の
「
こ
う
か
消
防
１
１
９
」

第
９
号
で
も
お
伝
し
た
新
人
消
防
士
５
名
が
、
約

６
か
月
に
わ
た
る
滋
賀
県
消
防
学
校
消
防
職
員
初
任

教
育
の
全
課
程
を
無
事
に
修
了
し
、
９
月
27
日
に
甲

賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
初
任
教
育
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
消
防
人
と

し
て
歩
ん
で
い
く
中
で
、
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
自
ら

の
命
を
自
ら
守
り
、
不
撓
不
屈
の
精
神
を
養
う
た
め
、

学
校
教
官
の
厳
し
い
指
導
の
も
と
、
規
則
正
し
い
集

団
生
活
と
徹
底
し
た
教
育
訓
練
を
と
お
し
て
、
新
人

消
防
士
の
心
身
の
鍛
練
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

帰
っ
て
き
た
５
名
の
消
防
士
に
つ
い
て
は
、
こ
の

10
月
１
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
署
に
配
属
さ
れ
、

消
防
学
校
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を
駆
使
し
な
が
ら
、

実
際
の
災
害
現
場
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
職
員
一
同
、
現
場

で
活
動
す
る
消
防
士
と
し
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
こ
の
５
名
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

耐
え
た
６
か
月
間
！

成
長
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
！

▷
修
了
前
実
科
査
閲
の
様
子

▷
修
了
証
書
授
与
の
様
子
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甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
で
は
、
８
月
６

日
（
月
）
、
今
年
４
月
か
ら
発
足
し
、
運
用
が
始

ま
っ
た
山
岳
救
助
隊
の
研
修
と
し
て
、
山
岳
救
助

研
修
会
を
消
防
本
部
と
甲
賀
市
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の

森
で
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
山
岳
ガ
イ
ド
（
山
岳
ガ
イ
ド
ス

テ
ー
ジ
２
）
の
笹
倉
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

午
前
の
部
で
登
山
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
す

る
た
め
の
座
学
を
、
午
後
の
部
で
山
岳
地
で
の
滑

落
者
を
想
定
し
た
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

座
学
に
お
い
て
は
、
登
山
を
す
る
場
合
の
事
前

計
画
と
、
そ
の
計
画
に
基
づ
く
登
山
状
況
の
照
合

の
重
要
性
、
ま
た
、
消
防
が
安
全
に
山
岳
救
助
現

場
に
到
着
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
、

笹
倉
講
師
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
を
受
講
し
た
山
岳
救
助
隊
員
は
、

「
よ
り
安
全
に
山
岳
救
助
活
動
を
す
る
た
め
、
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
て
い
き
た
い
。
」
と
話

し
ま
し
た
。

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
・
消
防
署

で
は
、
９
月
２
日
（
日
）
、
滋
賀
県
、
湖
南

市
、
甲
賀
市
と
と
も
に
平
成
30
年
度
滋
賀
県

総
合
防
災
訓
練
を
甲
賀
地
域
（
湖
南
市
・
甲

賀
市
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

滋
賀
県
総
合
防
災
訓
練
は
、
各
防
災
機
関
、

関
係
団
体
、
企
業
、
地
域
住
民
や
児
童
生
徒

等
の
参
加
の
も
と
に
実
施
し
、
災
害
時
に
お

い
て
関
係
者
が
連
携
し
て
、
迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
で
き
る
体
制
の
確
立
と
住
民
の
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
滋
賀
県
、
市
町
、

当
番
消
防
本
部
（
局
）
が
主
催
す
る
形
で
、

毎
年
、
滋
賀
県
内
で
実
施
場
所
を
変
え
て
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
訓
練
当
日
の
７
時
00
分
に
木
津

川
断
層
帯
を
震
源
と
す
る
大
規
模
地
震
が
発

生
。
甲
賀
地
域
で
震
度
７
を
観
測
し
、
建
物

の
倒
壊
、
火
災
の
発
生
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や

交
通
網
の
寸
断
と
と
も
に
堤
防
等
が
破
損
し
、

ま
た
、
一
部
地
域
で
は
河
川
が
氾
濫
し
、
多

数
の
死
傷
者
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、

湖
南
市
の
野
洲
川
親
水
公
園
を
主
会
場
と
し

て
訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

主
会
場
に
お
い
て
行
わ
れ
た
訓
練
の
一
つ

で
あ
る
倒
壊
家
屋
・
座
屈
倒
壊
災
害
対
応
訓

練
で
は
、
消
防
隊
員
が
倒
壊
家
屋
の
屋
根
に

開
口
部
を
設
け
た
上
で
内
部
の
検
索
を
行
い
、

警
察
、
自
衛
隊
と
連
携
協
力
し
て
、
取
り
残

さ
れ
た
住
民
の
救
出
救
助
と
応
急
救
護
所
へ

の
搬
送
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
合
閉
会
式
で
は
、
訓
練
開
催
地
の
代
表

と
し
て
、
本
組
合
副
管
理
者
で
あ
る
谷
畑
湖

南
市
長
か
ら
「
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
応
す

る
た
め
、
訓
練
を
重
ね
て
各
関
係
機
関
の
連

携
強
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

滋

賀

県

総

合

防

災

訓

錬

い

ろ

い

ろ

情

報
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△訓練中の様子

△研修会の様子

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
・
消
防

署
で
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器
具
を

使
用
す
る
機
会
が
増
え
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
こ
の
時
季
に
、
住
民
の
み
な
さ
ん

に
対
し
て
、
防
火
・
防
災
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
秋

の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
や

不
注
意
か
ら
多
く
発
生
し
ま
す
。
ご
家
庭

か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら

火
の
元
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

は
、

10
月
下
旬
の
回
覧
板
（
甲
賀
市
、
湖

南
市
内
）
又
は
、
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


